
食料・農業・農村基本計画（令和２年３月）の目指す姿（農村の振興）

域外流通

移住・新規就農

侵入防止柵

ICTでスマート捕獲

直売所

ジビエ

小水力発電

家畜排せつ物

バイオマス
再生可能エネルギー

稲わら、もみ殻

農家レストラン

農地付き空き家の
情報提供

サテライトオフィス

森林の育成

燃料として利用

木質チップ

水路管理

半農半X

ジビエカー
循環

農村発イノベーション

棚田カード

稲わら

日本農業遺産など

農福連携

地域資源の発掘・磨き上げ、他分野との組合せ

地産地消

堆肥

地域経済

循環の拡大

原料供給

林業

果樹

薬用作物

多面的機能の発揮の促進
情報基盤

鳥獣被害対策
農村の魅力発信

地域を支える

体制・人材

米

６次産業化

地域おこし協力隊

10 11

営農型
太陽光発電

中山間地域の特性を

生かした農業経営の推進

コミュニティバス

生産・販売施設

生活インフラ確保

田園回帰

関係人口の創出・拡大

移住相談 ふるさと納税

クラウドファンディング

農泊

集出荷施設

旧庁舎等
地域づくりの拠点として活用

小さな拠点

地域ビジョンの
話し合いの場子育て施設 ATM

ガソリン
スタンド

診療所

郵便局
商店

地域コミュニティ機能の維持・強化

農産物・食品の供給

国土や景観の保全といった
多面的機能の発揮

基盤整備と生産・販売施設等の
一体的な整備

基盤整備前

所得と雇用機会の確保 農村に住み続けるための条件整備 農村を支える新たな動きや活力の創出

①しごと（所得と雇用機会の確保）、②くらし（農村に人が住み続けるための条件整備）、③活力（農村を支える新たな動きや活力の創出）の
３つの柱に沿った施策を、関連府省、都道府県、市町村、民間事業者などが一丸となって推進し、活力ある農村を創っていくことで、国民全体の暮らしに資する。

二地域居住

遠隔診療

都市農業の推進


